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仮にある位置でゆらぎにより波数が減少したとしよう (k<0 ),するとと'k>0 の
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るが､(¢x,¢V)の表示では､それぞれ(a)は (+1仏 +1/2)､(b)は (0､十1)で表され
る｡このようにして見掛け上､トポロジカルチャージが1βの欠陥が現われることになる｡
実験で観測されたものは､ (±1β､±1β)と (0､±1)などである｡

























































































































れを e",e_ および o",o_ と書く.令,e" < e_.q′>G とする･今仮に分子
















































A(X)= R2(x)+I2(x), ¢(x)=tan･J( I(X)/R(X))
実験でよく用いるロックインアンプと同じ原理である｡
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